
 指導と評価の計画【地理歴史科：世界史Ａ】 

単元名 

現代世界の歩み 

(第一次世界大戦に至るまで) 

 内容のまとまり 

（３）地球社会と日本 

ア 急変する人類社会 

イ 世界戦争と平和 

 

１ 単元の目標 

・諸資料を活用して、帝国主義や世界分割の形成の仕組みを理解し、現代世界が第一次次世界大戦へ歩

んだ歴史的経緯を理解する。 

・ヨーロッパを中心として一体化が進んでいった世界の枠組みの成立について、事象の背景や、具体的

な原因、また結果や影響などに着目して多面的・多角的に考察し表現する。 

・帝国主義による世界分割と第一次世界大戦前後の世界の動向に対する関心を高め、意欲的に追究し、

よりよいグローバル社会の形成について主体的に追究しようとする態度を養う。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・諸資料を活用して、帝国主義や世

界分割の形成の仕組みを理解し、

現代世界が第一次次世界大戦へ歩

んだ歴史的経緯を理解している。 

・事象の背景や原因、結果や影響など

に着目して帝国主義の成立と世界大

戦を相互に関連付け、主題について多

面的・多角的に考察し表現している。 

・よりよいグローバル社会や情報社会

の実現を視野に、自身や現代とのかかわ

りを踏まえて、現代世界の歩みについて

主体的に追究しようとしている。 

 

３ 指導と評価の計画（４時間） （○…「評定に用いる評価」、●…「学習改善につなげる評価」） 

次 時 学習活動 
評価の観点 

評価規準等 
知 思 態 

第
①
次 

 

第
１
時 

 

 

 

 

主題や問いに対する見通しをもつ 

・「帝国主義の国々がなぜ植民地獲得に乗り出していく

のか」について考察し、見通しをもつ。 

課題を追及したり解決したりする 

・「植民地支配の拡大」に関してペアワークや発表により

自身の考えを見直し修正するなどして文章で整理す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象の背景や原因に着目

し、帝国主義の国の動向に

関して多面的・多角的に考

察し表現している。 

第
２
時 

国際関係の追求 

・第一次世界大戦前の国際関係に関して、資料や既習事

項の確認を踏まえて学習する。 

(資料)日英同盟・英仏協商・露仏同盟を著した絵画 

 

● 

   

ヨーロッパの国際関係や、

第一次世界大戦に向かうま

での国際情勢の変化を理解

している。 

【ねらい】資料を基に、帝国主義の国の動向を多面的・多角的に考察し表現する。 

主題 現代世界の歩み(第一次世界大戦に至るまで) 

課題 大衆化や情報化・世界の一体化が帝国主義の国々に何をもたらしたのだろうか。 

 



第
②
次 

第
３
時 

 

 

 

課題を追究し解決する 

・諸資料やペアワーク、仲間の発表を聞いて、19世紀後

半から 20世紀にかけての社会の変化を理解し、どのよ

うな影響を与えたか考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

  

 

 

 

同時代の人々が大きな社会

変化をどのように受け止

め、今後の世界にどのよう

な影響を与えていくのか考

察している。 

第
４
時 

学習の振り返り 

・よりよい社会の実現を視野に、自身や現代とのかかわ

りを踏まえて、「現代世界の歩み」での自分たちの学習

について振り返る。 

 

 

 

  

○ 

 

より良い社会の実現を視野

に、自身とのかかわりを踏

まえて、現代世界の歩みか

ら、現代はどうなっていく

のがいいのか主体的に追究

しようとしている。 

 

４ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）「知識・技能」 

第２時の●印は、それまでの学習でのドイツを中心としたヨーロッパの国際関係や、第一次世界大戦

に向かうまでの国際情勢の変化を資料やヒントを用いて、理解しているかどうかをワークシートなどか

ら確認する場面を表している。 

 

（２）「思考・判断・表現」 

・第１時の○印は、「なぜ植民地支配が拡大されていくことになったのか。その背景には何があったのだ

ろうか」ということを、既習事項の産業革命や市場の論理などと関連付けて説明する場面を想定してい

る。 

 次の例１は第１時の○印の場面での生徒の記述例であり、植民地支配の拡大に関して、市場の論理や

産業革命の背景を関連付けて記述していると評価できるため、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と考え

られる。 

＜例１：「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と考えられる生徒の記述例＞ 

 

（※記述は学習支援ソフトで記述したものを使用） 

 

・第３時の●印は、世界の一体化、情報化の進展、大量生産大量消費社会、教育の普及などの大きな社

会変化が、同時期の帝国主義政策の国家や、今後の世界の歴史にどのような影響を与えたかを、仲間の

【ねらい】大衆化や情報化により帝国主義の国に何がもたらされたかを考える。 

課題 急変した社会により、その後の世界に何がもたらされるのか。 



発表や、第１時、第２時の学習事項も踏まえて考察できているかを示している。 

次の例２（２人分の記述を記載）は、第３時の●印の場面での生徒の記述例であり、社会の変化が与

えた影響により帝国主義政策が推進され、植民地支配や、戦争と関連付けて記述していると評価できる

ため、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と考えられる。 

＜例２：「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と考えられる生徒の記述例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の例３の記述は、社会の変化について触れることが出来ているが、帝国主義や植民地政策に関連し

て考えることが不明確となっているため、「努力を要する」状況（Ｃ）と考えられる。そのため今後の学

習に向けて、既習の内容と関連付けながら歴史の流れや背景などを推察できるように促していくことが

必要である。 

＜例３：「努力を要する」状況（C）と考えられる生徒の記述＞ 

 

 

 

 

 

 

（３）「主体的に学習に取り組む態度」 

・第４時の○印は、19世紀後半から 20世紀にかけての現代世界の歩みに関して、「帝国主義」や「植民

地」、「社会構造の大きな変化」が歴史にどのような影響を与えたかを理解し、自身との関りを踏まえて

学習を振り返り、よりよい社会の実現に向けた考えを表現しているかを評価する場面を表している。 

【評価基準】 

・帝国主義や植民地、社会構造の変化など学んだことを踏まえ、よりよい情報化やグローバル化に対し

て今後の自身の行動や考え方（社会としての在り方）が明確に書かれているものを「満足できる」（Ａ）

とする。 

・よりよい情報化やグローバル化に対して、今後の在り方について触れられているものを「おおむね満

足できる」（Ｂ）とする 

・情報化やグローバル化に明確に触れられておらず、よりよい社会をいかに築くか考察されていないも

のを「努力を要する状況」（Ｃ）とする。 

 

次の例４の４つの記述は、「現代世界の歩み」における学習を振り返り、第一次世界大戦や、第二次世



界大戦に向かっていく世界情勢を踏まえ、この時期の問題点を現代の課題と結び付け、情報化が促進さ

れる現代における個人としての情報への向き合い方や、多様性を受け入れる姿勢、政治参加の必要性に

結びつけようとすることができていると評価できる。 

＜例４：「満足できる」状況（Ａ）と考えられる生徒の記述例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19世紀は社会が変化していくことで、戦争に進んでしまった。 
私たち世代も今インターネットが普及したりなど社会が大きく変化して同じような状況だと思う。 
でも戦争に進むのは犠牲者が出るなどしてよくないので、進展した情報機器を使って 
いろんな世界の人や文化を知ったり理解しあったりコミュニケーションをとったりなど良いこと 
に使っていくべきだと思う。 
私たち行動するのも大切だが、影響力が大きい指導者もよりよい社会を築くには大切になるので 
選挙で適当に選ぶのではなく、世界の人が移住してきても住みやすいまちづくりなど 
グローバルな取り組みもしている人を選ぶべきだと思う。 



 

次の例５の２つの記述は、よりよい情報化やグローバル化に対して、今後の在り方について触れられ

ているが、19世紀後半から 20世紀にかけての現代世界の歩みに関して、「帝国主義」や「植民地」、「社

会構造の大きな変化」について明確に踏まえられていないため「おおむね満足できる」（Ｂ）とした。 

＜例５：「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と考えられる生徒の記述例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の課題 

・評価の（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）に対する、基準を設ける難しさを感じた。生徒にいかに気づかせるか、考え

させられるかが大事であると考えられる。教員側の主導で意見の良し悪しを判断するのではなく、生徒

の独自の意見が大切であるため、必要事項が書かれているか、既習事項を踏まえられたかなどの評価基

準を設定することも検討する必要がある。 

 

・主体的に学習に取り組む態度を、「よりよいグローバル社会や情報社会の実現を視野に、自身や現代と

のかかわりを踏まえて、主体的に追究しようとしている。」という評価規準で評価するため、単元のまと

めとして、振り返りの記述をさせることには非常に意義があると感じた。生徒が何を学び、何を感じた

のかをはかり知ることができるとともに、教員側の想定しない答えや、考え方に触れることもできたた

め、今後の授業づくりの一助となった。 

 


